
親
か
ら
子
へ
伝
え
ら
れ
る
遺
伝
情

報
を
担
う
物
質
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
あ
る
と

同
定
さ
れ
、
そ
の
立
体
構
造
が
解
明

さ
れ
た
の
は
二
十
世
紀
の
半
ば
で
し

た
。
そ
の
後
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
構
造
中
に
は

生
命
活
動
を
司
る
情
報
が
全
て
暗
号

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
生
命
活
動
の
し
く
み
を
物
理
・

化
学
の
言
葉
で
語
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
分
子
の
レ
ベ
ル
で
理
解
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
こ
の
学
問
領
域
は

分
子
生
物
学
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
学
問
的
発
展
の
潮
流
を

背
景
と
し
て
学
習
院
大
学
で
も
１
９

９
１
年

に
生
命

分
子
科

学
研
究

所
が
設

置
さ
れ
、

分
子
生

物
学
を

基
盤
と

し
て
Ｄ

Ｎ
Ａ
、

Ｒ
Ｎ
Ａ
、

タ
ン
パ
ク
質
な
ど
生
命
活
動
を
支
え

る
生
命
分
子
の
基
礎
研
究
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
急
速
な
生
命
科
学
の
発

展
に
鑑
み
２
０
０
８
年
４
月
に
は
小

谷
正
博
、
芳
賀
達
也
両
先
生
を
は
じ

め
多
く
の
理
学
部
教
員
の
尽
力
に
よ

り
、
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
に
生

命
科
学
専
攻
が
増
設
さ
れ
、
次
い
で

２
０
０
９
年
４
月
理
学
部
に
生
命
科

学
科
が
創
設
さ
れ
て
、
総
勢
16
名
の

教
官
（
８
教
授
、
８
助
教
）
に
よ
る

布
陣
で
生
命
の
謎
に
迫
る
研
究
・
教

育
を
行
う
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

現
教
授
陣
の[

専
門
分
野
―
研
究

テ
ー
マ
―
使
用
し
て
い
る
生
物
名]

に
つ
い
て
以
下
列
挙
し
ま
す
。
安
達

[

発
生
遺
伝
学
―
遺
伝
学
を
用
い
た

発
生
と
生
体
機
能
維
持
の
し
く
み
の

研
究
―
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ]

。
岡

田[

構
造
生
物
学
―
情
報
伝
達
を
担

う
膜
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
・
機
能
解

析]

。
岡
本[

発
生
神
経
生
物
学
―
脳

の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
―
カ
エ

ル]

。
清
末[

植
物
生
理
学
―
植
物
の

成
長
・
分
化
の
研
究
―
シ
ロ
イ
ヌ
ナ

ズ
ナ]

。
小
島[

タ
ン
パ
ク
質
化
学
―

遺
伝
子
工
学
を
用
い
た
高
機
能
タ
ン

パ
ク
質
の
創
製]

。
花
岡[

分
子
生
物

学
―
Ｄ
Ｎ
Ａ
複
製
と
修
復
機
構
の
解

明
・
が
ん
と
老
化
の
克
服
を
目
指
す

―
マ
ウ
ス
、
酵
母]

。
菱
田[

分
子
遺

伝
学
―
Ｄ
Ｎ
Ａ
相
同
組
換
え
の
分
子

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
―
酵
母
、
大
腸

菌]

。
馬
渕[

分
子
細
胞
生
物
学
―
細

胞
の
分
裂
の
し
く
み
の
解
明
―
カ
エ

ル
、
ウ
ニ
、
酵
母]

。

教
育
内
容
と
し
て
は
、
分
子
生
物

学
、
細
胞
生
物
学
、
生
化
学
、
動
物

学
、
植
物
学
、
生
命
科
学
研
究
法
な

ど
の
講
義
、
原
著
論
文
を
英
語
で
読

む
演
習
、
研
究
室
総
出
で
行
う
生
命

科
学
実
験
や
野
外
生
命
科
学
な
ど
の

充
実
し
た
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。新

設
学
科
を
学
外
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
、
ま
た
本
学
の
生
命
科
学
科
・

専
攻
が
関
東
地
方
に
お
け
る
生
命
科

学
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
認

知
し
て
も
ら
う
た
め
、
全
国
か
ら
最

先
端
の
研
究
者
を
講
師
と
し
て
招
き
、

年
に
２
回
の
学
習
院
大
学
生
命
科
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
す
で
に

16
回
を
数
え
ま
し
た
。

末
尾
に
な
り
ま
す
が
、
新
設
と
い

う
こ
と
で
理
学
部
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
は
、

生
命
科
学
科
卒
業
生
の
就
職
に
つ
い

て
何
か
と
ご
心
配
い
た
だ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
こ
れ

ま
で
３
期
に
わ
た
る
卒
業
生
の
就
職

状
況
は
概
ね
順
調
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
大
学
院
に
進
学
し
て
さ
ら
に
生
命

科
学
を
極
め
よ
う
と
す
る
学
生
も
出

て
き
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
26
年
10
月
17
日
の
早
朝
に
、

前
工
場
長
の
濱
野
正
良
さ
ん
が
他
界

さ
れ
た
（
享
年
91
歳
）
。
12
月
20
日

に
工
作
工
場
に
て
、
濱
野
夫
人
と
二

人
の
娘
さ
ん
に
も
お
越
し
頂
き
、
20

名
程
の
集
ま
り
で
偲
ぶ
会
を
行
っ
た
。

濱
野
さ
ん
が
昭
和
29
年
か
ら
平
成
元

年
に
定
年
退
職
す
る
ま
で
の
35
年
に

わ
た
り
整
備
し
完
成
さ
せ
た
工
作
工

場
は
、
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
創
設

か
ら
60
周
年
に
当
た
る
平
成
22
年
１

月
に
理
学
部
南
７
号
館
の
東
側
１
階

に
引
っ
越
し
を
し
た
。
平
成
19
年
に

小
谷
正
博
先
生
か
ら
新
棟
に
工
場
を

移
設
す
る
相
談
を
頂
き
、
早
速
工
場

内
部
の
設
計
図
に
取
り
掛
か
る
。
ほ

ぼ
正
方
形
の
空
間
を
、
手
仕
上
げ
場
、

溶
接
場
、
材
料
倉
庫
、
講
義
場
、
等

８
室
に
区
切
り
学
生
に
対
し
て
目
が

届
き
、
安
全
第
一
に
配
慮
し
た
空
間

を
目
的
に
仕
切
る
壁
は
ガ
ラ
ス
張
り

に
し
た
。
重
い
工
作
機
械
の
搬
入
や

設
置
を
考
え
、
私
な
り
に
設
計
し
た

つ
も
り
で
あ
る
。

平
成
21
年
12
月
に
新
棟
は
ほ
ぼ
完

成
し
た
が
、
工
作
機
械
の
レ
ベ
ル
出

し
作
業
に
困
難
を
極
め
た
。
さ
ら
に

設
計
図
と
異
な
る
個
所
は
、
色
々
と

使
い
勝
手
の
良
い
方
法
を
考
え
、
改

善
改
良
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
無
事

に
初
年
度
を
終
え
た
。
丸
一
年
が
過

ぎ
春
休
み
に
行
っ
て
い
る
化
学
科
と

物
理
学
科
２
年
生
の
機
械
工
作
実
習

（
ミ
ニ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ジ
ャ
ッ
キ
製

作
）
の
最
終
日
、
３
月
11
日
午
後
２

時
46
分
頃
に
経
験
し
た
事
の
な
い
巨

大
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
学
生
の
身

に
危
険
を
感
じ
避
難
し
た
。
工
場
内

は
工
作
機
械
を
含
め
被
害
が
な
く
、

若
干
壁
に
亀
裂
が
走
る
程
度
で
あ
っ

た
。
あ
の
揺
れ
に
耐
え
る
建
物
の
構

造
で
あ
っ
た
と
安
堵
し
た
。
工
作
工

場
の
上
階
に
は
新
設
さ
れ
た
生
命
科

学
科
が
あ
り
樹
脂
製
作
物
の
依
頼
も

多
く
な
っ
た
。
金
属
加
工
以
外
に
も

研
究
室
で
の
実
験
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。
現
在
工

場
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
栗
原
雅
哉
君

（
勤
続
10
年
）
と
私
（
勤
続
33
年
）

で
あ
る
。
理
学
部
へ
お
越
し
の
際
は
、

是
非
工
場
に
も
お
立
ち
寄
り
頂
き
ご

覧
頂
け
れ
ば
と
願
う
。
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我
々
の
恩
師
、
木
越
邦
彦
先
生
は
、

昨
年
７
月
６
日
に
94
歳
で
大
往
生
を

遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
旧
制
学
習
院
高
等
科
を
卒

業
、
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
化
学
科

に
進
ま
れ
、
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
戦

時
下
の
理
化
学
研
究
所
仁
科
研
究
室

に
入
ら
れ
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
の
研
究
を

行
わ
れ
ま
し
た
。
戦
後
は
気
象
研
究

所
を
経
て
、
１
９
５
０
年
に
学
習
院

大
学
理
学
部
に
着
任
さ
れ
、
１
９
９

０
年
に
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
学

習
院
大
学
に
来
ら
れ
て
か
ら
は
、
屋

久
杉
の
年
輪
を
用
い
て
Ｃ
14
年
代
測

定
法
を
確
立
さ
れ
た
ほ
か
、
火
山
岩

の
イ
オ
二
ウ
ム
年
代
測
定
法
、
α-

r

e
c
o
i
l

年
代
測
定
法
を
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
後
年
は
重
力
下
で
の
気
体
の

熱
非
平
衡
の
研
究
に
励
ま
れ
ま
し
た
。

定
年
後
も
福
島
県
白
河
市
の
加
速
器

分
析
研
究
所
に
移
り
、
奥
様
の
介
護

を
さ
れ
な
が
ら
研
究
を
続
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
成
果
は
４
年
前
に
ド
イ

ツ
の
論
文
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
２
万
６
０
０
件
を
超
え
る
Ｃ

14
年
代
測
定
を
３
代
に
亘
る
年
代
測

定
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
測
定
コ
ー

ドG
a
k
-

の
信

頼
度
は
高
く
、

国
内
外
の
地

質
学
、
考
古

学
等
の
分
野

の
研
究
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
に
は
３
０
０
人
近
い
学
生

の
卒
業
研
究
等
の
指
導
を
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
に
与
え
た
研
究
テ
ー
マ
は

多
岐
に
わ
た
り
、
先
生
は
広
い
分
野

に
興
味
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
週

１
回
の
ゼ
ミ
で
のN

a
t
u
r
e

誌
、S

c
i
e

n
c
e

誌
を
中
心
に
し
た
論
文
紹
介
は
、

そ
の
論
文
の
持
つ
意
義
を
し
っ
か
り

説
明
す
る
よ
う
に
厳
し
く
指
導
さ
れ

ま
し
た
。
卒
業
研
究
、
ゼ
ミ
で
、
サ

イ
エ
ン
ス
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ

る
か
を
厳
し
く
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

我
々
の
ほ
と
ん
ど
が
一
度
は
立
ち
往

生
し
た
こ
と
は
、
懐
か
し
い
思
い
出

で
す
。
こ
の
厳
し
さ
は
、
入
院
中
の

担
当
医
の
説
明
の
仕
方
に
も
及
び
、

担
当
の
看
護
師
さ
ん
が
大
喜
び
し
た

と
か
。
先
生
は
大
の
車
好
き
で
、
ス

バ
ル
３
６
０
（
木
の
間
に
運
び
、
先

生
を
困
ら
せ
た
ワ
ル
有
）
に
始
ま
り
、

高
速
道
路
に
出
て
き
た
兎
を
避
け
て

車
を
大
破
さ
せ
て
も
乗
り
続
け
ら
れ
、

90
歳
近
く
ま
で
運
転
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
で
、
先
生
の
机
の
上

は
書
類
の
山
で
、
す
き
間
が
無
い
状

態
で
し
た
。
山
の
何
処
に
ど
の
よ
う

な
情
報
が
あ
る
か
を
記
憶
さ
れ
て
い

て
、
他
人
に
山
を
整
理
さ
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
年
末
の
大
掃
除
で
こ
の
山

が
片
付
か
な
い
の
で
、
忘
年
会
が
な

か
な
か
ス
タ
ー
ト
出
来
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
ン
パ
で
は
魔

法
使
い
の
衣
装
を
着
ら
れ
た
り
で
、

学
生
と
一
緒
に
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

お
手
製
の
お
菓
子
を
頂
い
た
こ
と
も

度
々
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
９
月
27
日
に
「
木
越
先
生
を

偲
ぶ
会
」
が
開
催
さ
れ
、
ご
親
族
、

卒
業
生
を
は
じ
め
学
会
関
係
者
等
２

１
０
名
を
超
え
る
方
々
が
参
加
さ
れ

て
、
前
半
は
学
内
で
記
念
講
演
、
後

半
は
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
で
「
偲
ぶ

会
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご

遺
影
の
脇
に
は
秋
の
野
の
花
が
供
え

ら
れ
、
北
軽
井
沢
の
別
荘
に
お
邪
魔

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
先

生
の
甥
、
木
越
洋
氏
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交

響
楽
団
首
席
チ
ェ
ロ
奏
者
）
に
よ
る

バ
ッ
ハ
曲
の
荘
厳
な
演
奏
で
始
ま
り
、

会
の
進
行
中
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
先
生

の
幼
少
時
か
ら
晩
年
ま
で
の
写
真
が

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
し
て
映
写
さ
れ
、

思
い
出
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

七
夕
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
先
生

は
七
夕
の
前
日
の
６
日
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
翌
日
の
七
夕
の
天
に
向

か
っ
て
昇
っ
て
行
か
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
天
か
ら
我
々
を
見

守
っ
て
頂
け
れ
ば
と
念
じ
、
こ
こ
に

謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

先
生
長
い
間

有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
文
責
・
昭

40

化

福
岡

孝
昭
）

現
在
、
理
学
部
同
窓
会
は
常
任
幹

事
会
を
中
心
と
し
て
６
つ
の
委
員
会

（
運
営
・
組
織
・
会
誌
・
技
術
交
流
・

就
職
支
援
・
広
報
）
を
設
け
、
通
常

活
動
の
他
、
機
関
誌
「
想
」
の
年
２

回
の
発
行
、
技
術
交
流
会
の
定
期
的

開
催
（
年
５
回
）
、
理
学
部
独
自
の

就
職
支
援
の
展
開
、
卒
業
生
の
表
彰

の
定
着
、
オ
ー
ル
学
習
院
の
集
い
に

於
け
る
会
員
相
互
交
流
の
『
場
』
で

あ
る
【
理
学
部
同
窓
会
の
部
屋
】
の

開
催
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

55
周
年
時
に
会
員
の
皆
様
に
ご
支

援
い
た
だ
い
た
資
金
は
こ
れ
ら
の
活

動
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
残
金
も
わ

ず
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
、
理
学
部
同
窓
会
設
立
60
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の

事
業
を
拡
大
・
強
化
し
て
い
く
だ
け

で
は
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
及
び

理
学
部
構
内
に
会
員
が
お
互
い
に
交

流
で
き
る
『
場
』
を
開
設
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な

在
校
生
支
援
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
く
所
存
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
の

た
め
に
新
た
な
活
動
資
金
が
必
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し

て
は
、
今
後

の
同
窓
会
活

動
充
実
の
た

め
、
ま
た
将

来
に
多
大
な

可
能
性
を
秘

め
た
後
輩
の

た
め
に
、
是

非
「
同
窓
会

活
動
基
金
」

へ
の
ご
支
援

を
賜
り
た
く

存
じ
ま
す
。

な
お
、
前

記
基
金
は
下

記
の
い
ず
れ

か
の
口
座
ま

た
は
同
封
の

振
込
用
紙
に

て
お
振
り
込
み
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

お
振
り
込
み
の
際
に
は
必
ず
卒
業

年
、
学
科
、
お
名
前
を
ご
明
記
く
だ

さ
い
。
（
会
長：

服
部
充
雄
）

第４号 理学部同窓会だより 平成２７年５月１日
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理
学
部
同
窓
会
活
動
基
金

支
援
の
お
願
い

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
左
記
の
二
名
の
先
生
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

浅
枝

陽

先
生
（
平
成
26
年
８
月
27
日
没

享
年
89
歳
）

溝
口

正

先
生
（
平
成
26
年
７
月
23
日
没

享
年
76
歳
）

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

【学習院大学理学部同窓会活動基金】

１口：3,000円

できるだけ複数口の寄付をお願いします。

振込先口座 学習院大学理学部同窓会

①三菱東京UFJ銀行 八王子中央支店 普通2383902

②ゆうちょ銀行 019店 当座0088343

寄
稿木

越
先
生
を
偲
ん
で

木
越
研
究
室
卒
業
生
有
志
一
同


